
 

地域文化講座シリーズ「大仙市の自然」 

令和７年度 第１期 
   

      

                                        今年こそ、サンコウチョウに会いたい！  

この講座では、野鳥の習性や生態を現地で観察しなが  
ら、自然保護の大切さを学びます。               

4 月から６月、野鳥は繁殖期に入り、1 年の中で最も忙しい季節を迎えて
います。繁殖のために南から渡ってくる野鳥を探し、子育ての様子を眺めま
しょう。  豊かな自然の中で、一緒に春を満喫しましょう。  
 

    受講料： １４,７００円 
          ＊初回に、資料代 500円いただきます。 

    定 員： ２５名 
    講 師： 鈴木 三郎（日本野鳥の会） 
 
■ 持ち物：双眼鏡(お持ちの方)、メモ帳、筆記用具 

■ 服 装：野外を歩ける服装（天候により、長靴や雨具、防寒具の準備 

をお願いします） 
 

■ 第１期は、次の日時と内容で進めます。  

① ４月 ８日（火）  ８：３０～１６：００ （自家用車分乗で移動） 
 

午前は、松山公園でミサゴの子育てを観察。中川原公園ではカワセミやエナガを探

します。昼食は、エリヤ神岡を予定しています。 

午後は、雄物川堤防沿いの野草群生地や大浦沼を訪れ、早春の野鳥を観察します。 
 

② ５月２７日（火）  ８：３０～１６：３０ （貸切バスで移動） 
 

長野の立石または蛭川で、ハヤブサの親子を観察します。昼食は、由利本荘市内の

雪の茅舎製造元“齋藤酒造店”運営の、発酵小路「田屋」を予定しています。同市

内長者屋敷のハヤブサやキセキレイ、帰りには加田喜沼湿原にも寄りましょう。 

  

③ ６月１７日（火）  ７：３０～１５：３０ （貸切バスで移動） 
 

何事三度、能代市“風の松原”で、今年こそ、サンコウチョウを見つけましょう！

早朝に出発し、各地の愛鳥家たちが集まる前に到着したいです。 

昼食は、イオン能代を予定しています。国内屈指の渡り鳥中継地、 

小友沼にも寄りましょう。 
                           

 
お知らせとお願い 

大仙市では、ペアーレ大仙の講座に対しバス貸切費用の一部を補助してくれています。額は一回当た

り 20,000 円程です。バスの貸切額は補助額を超過しますので、その差額を受講者の皆様からご負

担いただきます。今回の受講料には、2 回のバス代超過分と乗用車ガソリン代の合計 7,8 00 円が含

まれています。ご理解とご協力をお願いします。 

【お申し込み先】 

 
℡ ０１８７（６３）８６００ 


